
３．衛生部門

- 53 -





事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

健 康 増 進 費 健康診査及びがん検診 健康増進法に基づく健康診査

81,000,468
（単位：人、％）

及び各種事業と各種がん検診を

実施し、病気の予防及び早期

健 康 胃がん 大腸がん 肺がん 子宮頸 乳がん 発見に努めた。

区分 診 査 検 診 検 診 検 診 が ん 検 診

検 診

受 1,186 1,671 1,512
男 24

475 803 660

診

1,544 2,566 2,197 1,524 1,515
女 30

者 664 1,395 1,049 1,127 1,041

2,730 4,237 3,709 1,524 1,515
計 54

1,139 2,198 1,709 1,127 1,041

対象者 1,355 15,174 22,261 22,261 15,125 11,093

受診率 4.0 ※11.4 ※9.9 ※7.7 ※13.5 ※18.2

※受診者下段は受診率算定の対象となる受診者数

※大腸がん・肺がん検診は当該年度の40～69歳の受診者から算出

※胃がん・子宮頸がん・乳がん検診の受診率は、前年度と当該年度

の受診者から２年連続受診者を除いて算出

（胃がん50～69歳、子宮頸がん20～69歳、乳がん40～69歳）

骨密度検診 年度内40歳から70歳までの５歳

刻みの女性を対象に、骨粗鬆症

受診者 554 人 の予防及び早期発見を目的に実

対象者 2,684 人 施した。

受診率 20.6 ％

歯周病検診 年度内40歳から70歳までの５歳

刻みの方を対象に、口腔機能の

受診者 204 人 確保と日常生活におけるＱＯＬ

対象者 5,389 人 の向上を目的として実施した。

受診率 3.8 ％

肝炎ウイルス検診 40歳以上の未受診者等を対象

に、肝炎対策の一環として実施

受診者 530 人 した。

対象者 12,192 人

受診率 4.3 ％

結核検診 結核の予防、早期発見のため

実施した。

受診者 1 人
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

健 康 増 進 費 健幸アップ事業 7,825,653円 参加者数805名のうち、事業

（続き） 終了時までのアプリ利用率は約

働き盛り世代への健康づくり対策の一環として、市民の健康意識 70％前後であった。また平均歩

の向上と健康づくりの定着化を目的として実施した。 数は全国平均を上回ることがで

き、意識の向上を図ることがで

【参加者数】（募集人数1,000人） きた。

805人
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

予 防 費 定期予防接種 予防接種法に基づき、乳幼児

354,864,701 から就学児童・生徒、高齢者に

至るまで予防接種を実施するこ

とにより感染のおそれがある

疾病の発生及びまん延を予防し、

公衆衛生の向上に寄与した。

（単位：人、％）

種 類 対象年齢等 接種回数 対象者数 接種者数 接種率

１歳～２歳に至るまでの
１回接種 202 146 72.3

麻しん 間にある者

風しん
就学の前年 １回接種 352 328 93.2

二種混合 11歳～13歳未満 １回接種 398 338 84.9

ＢＣＧ
３か月～１歳に至るまで

１回接種 219 197 90.0
の間にある者

１期初回
240 144 60.0

３～８週間隔で２回接種

３歳～７歳６か月に至る

日本脳炎
までの間にある者 １期追加

１期初回２回目終了後１年間隔

をあけ１回接種

９歳～10歳未満 ２期 １回接種 393 334 85.0

１期 初回
208 195 93.8

生後３～90か月に至る
３～８週間隔で３回

四種混合
までの間にある者 １期 追加

１期初回３回目終了後12～

18か月の間に１回接種

２価 １か月間隔で２回接種、

※２ １回目の接種から６か月

※１ 中学１年生～高校１年生 後に３回目の接種
2,215 686 31.0

子宮頸がん 女子及びキャッチアップ ４価 ２か月間隔で２回接種、

対象者 １回目の接種から６か月

後に３回目の接種

※１ 子宮頸がんワクチン接種は、平成25年６月14日から積極的な接種勧奨を差し控えていたが、

令和４年４月から積極的勧奨を再開。令和４年度から対象者人数はキャッチアップ対象者を

含む。

※２ キャッチアップ対象者とは、平成９年度～平成17年度生まれで、過去に子宮頸がんワクチン

の接種を合計３回受けていない女性

- 57 -



事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

予 防 費

（続き） 種 類 対象年齢等 接種回数 対象者数 接種者数 接種率

生後２か月～60か月に至
１回～４回

ヒ ブ
るまでの間にある者

（接種開始時の年齢によって
208 195 93.8

接種回数が変わる。）

小 児 用 生後２か月～60か月に至
１回～４回

肺炎球菌 るまでの間にある者
（接種開始時の年齢によって 208 195 93.8

接種回数が変わる。）

１回目 202 131 64.9

１歳～３歳に至るまでの
水 痘

間にある者
２回目

１回目から６か月の間隔をあけて

１回接種

１回目 208 195 93.8

２回目

生後２か月～１歳に至る
１回目から４週間以上の間隔をあ

Ｂ型肝炎
までの間にある者

けて接種

３回目

１回目から５か月以上の間隔をあ

けて接種

ロ タ 生後６週～32週に至る
２～３回

ウイルス までの者
（ワクチンの種類によって接種 208 189 90.9

回数が変わる。）

65歳,70歳,75歳,80歳,85歳,90歳,

高齢者用 95歳,100歳で接種歴がない者
１回 2,426 657 27.1

肺炎球菌 60歳～64歳で一定の

障がいがある者

接種日現在

高齢者 65歳以上の者
１回 18,956 11,649 61.5

インフルエンザ 60歳～64歳で一定の

障がいがある者

インフルエンザワクチン接種費用助成金 インフルエンザワクチン接種

費用助成事業実施要綱に基づき、

助成対象者：生後６か月から小学６年生 接種費用助成を実施した。

接 種 者：2,073 人 ワクチン接種費用にかかる軽

減措置を講じ、感染の拡大防止、

重症化予防を図った。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

予 防 費 成人風しん抗体検査・予防接種費用助成金 風しん抗体検査及びワクチン

（続き） 接種費用助成事業実施要綱に

助成対象者：①妊娠を希望する女性（経産婦は除く） 基づき、費用助成を実施し、

②妊娠を希望する女性の夫及び同居者 検査及びワクチン接種費用の

③風しん抗体価が低い妊婦の夫及び同居者 軽減、感染及び先天性風しん

※ただし、ワクチン接種歴、抗体検査受診歴、罹患 症候群の予防を図った。

歴がある者は除く。

抗体検査受診者：２人

ワクチン被接種者：１人

乳幼児任意予防接種費用助成金 乳幼児任意予防接種費用助成

事業実施要綱に基づき、費用の

おたふくかぜワクチンの接種費用の一部助成を実施した。 一部助成を実施し、接種費用の

軽減、感染予防、まん延防止

接種者 及び重症化予防を図った。

・１歳児 おたふくかぜワクチン 191人

風しん追加的対策 風しんの抗体保有率の低い

昭和37年４月２日から昭和54年

令和５年度無料クーポン券送付対象者 ４月１日の間に生まれた男性を

昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性 令和６年３月31日までの期間に

限り、予防接種法の定期接種の

・抗体検査受検者数 168人 対象とし、抗体検査を受け、

うち予防接種対象者数 27人 抗体価の低い場合に予防接種を

・予防接種実施者数 19人 実施した。

新型コロナウイルスワクチン接種事業 新型コロナウイルスワクチン

を接種することで、重症化や感

新型コロナウイルスワクチン接種実施に向け、接種体制を着実に 染拡大を抑制した。

整備することで、接種実施期間に希望する全市民の早期接種を実現

した。

【春接種・R5/6/1～R5/8/31】

対象者：65歳以上、12歳～64歳で基礎疾患を有する者、医療及び

介護従事者

実 績：65歳以上13,674人(71.9%)、12歳～64歳基礎疾患4,296人

(14.2%)、合計17,970人(36.4%)

【秋接種・R5/9/20～R6/3/31】

対象者：生後６か月以上の市民

実 績：65歳以上12,577人(68.0%)、12～64歳6,179人(20.8%)、

５～11歳80人(3.2%)、生後６か月～４歳26人(2.4%)、

合計18,862人(36.4%)
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

予 防 費 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業 30,729,666円 個別接種への移行で負担が増

（続き） 加した医療機関に対して、補助

【新型コロナウイルスワクチン接種体制確保補助金】 金を交付したことにより、負担

新型コロナウイルスワクチンの個別接種に協力した医療機関に対 軽減と接種体制の確保が図られ

し、補助金を交付して取組を支援した。 た。

週100回以上の個別接種を期間中に４週間以上行った場合、週100 健康被害に遭われた市民の精

回以上の接種をした週における接種回数に対して１回当たり2,000円 神的・経済的負担の軽減につな

を支援した。 がった。

・給付実績：2,000円×15,113件=30,226,000円

【新型コロナウイルス予防接種健康被害給付費負担金】

新型コロナウイルスワクチン接種による健康被害を国が認定した

場合により、医療費や医療手当などを給付した。

・むつ市予防接種健康被害調査委員会委員報酬:45,000円

・むつ市予防接種健康被害調査委員会委員費用弁償:8,096円

・健康被害給付費負担金：450,570円(3件)

母 子 衛 生 費 妊婦委託健康診査 25,062,748円 妊婦を対象に、医療機関での

77,709,366 定期健康診査を実施。基本的

実人員 321人 健康診査14回分と超音波検査等

延人員 2,528人 の一部検査を公費負担すること

で、経済的負担の軽減と妊婦の

健康増進を図った。

不妊治療費助成事業 1,155,656円 不妊治療を行っている夫婦を

対象に保険診療の一般不妊治療

一般不妊治療 123,420円 （人工授精）と生殖補助医療費

実人員 5人 （体外受精・顕微授精等）に要

延人員 16人 する費用の助成を行うことで経

済的な負担軽減を図った。

生殖補助医療 1,032,236円

実人員 11人

延人員 21人

妊娠・出産・子育てオンライン相談事業 3,069,000円 産婦人科・小児科オンライン

を導入し、専門家（産婦人科医

登録者数 223人 ・小児科医・助産師）と非対面

利用件数 395件 で気軽に相談しやすい体制をつ

くり、仕事や子育てで忙しく、

不安や悩みを抱えている方を支

援し、市民の育児不安の軽減を

図った。

出産・子育て応援事業 22,538,923円 妊娠届出時から全ての妊婦・

子育て家庭に寄り添い、出産・

出産応援 10,000,000円 育児等の見通しをたてるための

給付件数 200件 面談や、その後の情報発信・相

子育て応援 10,800,000円 談等の継続実施を通じ必要な支

給付件数 216件 援等につなぐとともに、妊娠・

出産時に合計10万円を給付する

ことで経済的支援を行った。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

斎 場 管 理 費 市内４斎場管理業務 人間の「死」という最後のと

42,632,944 きに、もっとも大切な家族や親

○火葬業務委託料 13,926,000円 しい人々とのお別れの場として、

清潔で厳粛な斎場を供した。

○利用状況

火 葬 件 数（令和５年４月１日～令和６年３月31日）

待 合 室

地区名 12歳以上 12歳未満 死産児 人体の一部 改葬のため 動 物

総数 利用者数

市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外

む つ 699 684 10 0 0 3 1 1 0 0 0 10,285人

川 内 367 91 0 0 0 0 0 1 0 0 0 272 3 1,896人

大 畑 185 184 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2,266人

脇野沢 23 23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 403人

全 体 1,274 982 11 0 0 3 1 2 0 0 0 272 3 14,850人

※むつ市斎場の人体の一部（むつ病標本１件）は上記実績に含まず

○斎場改修事業 12,375,000円

【むつ市斎場・大畑斎場・脇野沢斎場】

・火葬施設修繕工事 工事請負費 10,010,000円

①むつ市斎場

１・２号炉セラミック張替、２号炉霊台車耐火物取替、

１号バーナータイル等取替、火葬炉部品取替

②大畑斎場

１号炉耐火物全体取替、火葬炉部品取替

③脇野沢斎場

霊台車取替、火葬炉部品取替

【川内斎場】

・火葬施設修繕工事 工事請負費 2,365,000円

１号炉台車ブロック打替、１号炉主燃炉前板アーチ補修、

１号炉主燃炉断熱扉打替、電動キャリア台車及び電動棺

台車バッテリー交換
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

じ ん 芥 処 理 費 ごみ収集運搬業務 281,024,827円 家庭から分別排出されたごみ

2,953,249,635 の収集運搬を行うことにより、

○一般廃棄物収集運搬業務委託料 280,379,000円 生活環境の保全に寄与した。

○家庭ごみ収集運搬量推移 （単位：ｔ）

令和３年度 令和４年度 令和５年度

収集運搬量 12,783.05 12,410.39 11,596.25

○ごみ収集・集団回収カレンダー等印刷費 417,687円

○ごみ集積所用看板購入費 99,000円

○ごみ集積所用看板用ステッカー等購入費 75,020円

○家庭ごみ排出啓発シール購入費 54,120円

市指定ごみ袋関係業務 68,484,190円 市指定ごみ袋の有料制により、

家庭から排出されるごみの減量

○市指定ごみ袋等製作費 56,107,700円 化を図った。

・可燃（大） 2,750,000枚

・可燃（小） 190,000枚

・不燃（大） 90,000枚

・不燃（小） 65,000枚

・資源（大） 105,000枚

・資源（小） 70,000枚

・ボランティア袋 10,000枚

○市指定ごみ袋等取扱委託料 10,303,590円

○市指定ごみ袋等配達業務委託料 1,956,900円

○粗大ごみ処理券印刷製本費（5,500枚） 116,000円

資源ごみ集団回収業務 13,242,376円 資源ごみの回収団体及び回収

業者に奨励金を交付し、リサイ

○資源ごみ回収奨励金 13,127,976円 クルに対する意識の高揚に努め

・資源ごみ回収団体奨励金 た。

登録団体 81団体(交付有)

資源ごみ回収量１㎏当たり 6円

交付金額 6,058,914円

・資源ごみ回収業者奨励金

登録業者 ２業者

資源ごみ回収量１㎏当たり 7円

交付金額 7,069,062円

○関連経費

・資源ごみ集団回収場所用消耗品購入費 114,400円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

じ ん 芥 処 理 費 ○資源ごみ集団回収量推移

（続き）
（単位：kg）

資 源 回 収 量

品 名

令和３年度 令和４年度 令和５年度

新 聞 紙 236,533 223,082 203,752

可 雑 誌 類 148,352 143,912 133,762

チラシ・包装紙類 95,617 90,718 82,343

ダ ン ボ ー ル 類 255,960 249,514 239,255

燃 牛 乳 パ ッ ク 7,714 7,293 6,819

布 類 0 0 0

ペットボトル 83,338 82,685 83,056

物 白 色 ト レ イ 3,624 3,668 3,666

小 計 831,138 800,872 752,653

ス チ ー ル 缶 35,479 33,839 29,664

ア ル ミ 缶 56,971 55,120 53,378

不 一 升 び ん 11,297 10,659 9,362

ビ ー ル び ん 1,735 2,006 1,486

燃 鉄 類 21,663 17,307 13,713

無 色 の び ん 56,339 53,492 50,662

物 茶 色 の び ん 78,205 74,069 71,216

その他のびん 31,486 30,075 27,732

小 計 293,175 276,567 257,213

合 計 1,124,313 1,077,439 1,009,866
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

じ ん 芥 処 理 費 最終処分場管理業務 51,483,870円 市内各地区２か所に所在する

（続き） 一般廃棄物最終処分場の施設

○最終処分場施設等維持管理業務等 31,186,194円 管理及び周辺環境の監視を行う

○維持管理用物品購入費、光熱水費及び修繕料 14,280,798円 ことにより、環境の保全を図った。

○環境調査業務 3,648,040円

○工事設計業務委託 484,000円

○工事費 1,721,280円

○各種法定検査手数料及び通信運搬費 163,558円

下北地域広域行政事務組合負担金 2,531,658,000円 ごみやし尿は、それぞれ下北

地域広域行政事務組合所管の

○じん芥処理費負担金 2,149,225,000円 「アックス・グリーン」と「む

つ衛生センター」において処理

○ごみ処理量推移
（単位：ｔ）

されている。

令和３年度 令和４年度 令和５年度

生活系ごみ 14,156.47 13,716.37 12,803.18

事業系ごみ 6,874.24 6,829.85 6,778.37

総 処 理 量 21,030.71 20,546.22 19,581.55

可燃ごみ 18,446.71 17,950.01 17,104.01

不燃ごみ 919.60 870.21 766.32

粗大ごみ 796.07 828.37 757.01

資源ごみ 830.48 806.94 765.68

そ の 他 37.85 90.69 188.53

○し尿処理費負担金 382,433,000円

○し尿・浄化槽汚泥処理量推移
（単位：kl）

令和３年度 令和４年度 令和５年度

処 理 量 42,365 41,576 41,358
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

労 働 諸 費 高齢者職業能力開発事業 9,150,000円 公益社団法人むつ市シルバー

22,916,219 人材センターが行う高年齢者就

○公益社団法人むつ市シルバー人材センター補助金 業機会提供事業、高年齢者就業

機会確保事業等に補助金を拠出

年 度 補 助 金 額 することで、高年齢者の就業機

会が安定的に提供された。

令和元年度 9,262,498 円

令和２年度 9,206,988 円

令和３年度 9,152,024 円

令和４年度 9,105,192 円

令和５年度 9,100,000 円

○公益社団法人むつ市シルバー人材センター会員数の推移

年 度 会 員 数

令和３年度末現在 581 人

令和４年度末現在 593 人

令和５年度末現在 591 人

○県シルバー人材センター連合会会費 50,000円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

労 働 諸 費 Ｕターン就職等推進事業 6,018,820円 ＵＩＪターン就職の促進及び

（続き） 受入体制の強化により、地域を

地域を支える人材の確保のため、首都圏等に在住する大学生等や 支える人材の確保に寄与した。

転職希望者のＵＩＪターン就職を促進したほか、国で創設された移

住支援金制度を活用したＵＩＪターン就職希望者等の受入体制の強

化を図った。

○Ｕターン就職フェア等への参加

２回参加

むつ市ブースへの来訪者計21人

○むつ市移住支援金 5,800,000円

600,000 × ２件（単身） ＝1,200,000円

1,000,000 × １件（夫婦世帯） ＝1,000,000円

2,000,000 × １件（夫婦・子１人世帯）＝2,000,000円

1,600,000 × １件（夫婦・子２人世帯）＝1,600,000円

離職者生活・再就職支援事業【繰越明許】 2,600,000円 離職者に対し、給付金を支給

することで、離職者の生活支援

新型コロナウィルス感染症又は原油価格・物価高騰の経済的影響 が図られた。

に伴う経営状況悪化などの事業者都合等により離職した方の生活や

求職活動を支援するため、給付金を交付した。

○離職者生活・再就職支援給付金

100,000×26人＝2,600,000円

離職者生活・再就職支援事業 2,700,000円 離職者に対し、給付金を支給

することで、離職者の生活支援

新型コロナウィルス感染症又は原油価格・物価高騰の経済的影響 が図られた。

に伴う経営状況悪化などの事業者都合等により離職した方の生活や

求職活動を支援するため、給付金を交付した。

○離職者生活・再就職支援給付金

100,000×27人＝2,700,000円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

農 業 振 興 費 経営所得安定対策直接支払推進事業費補助金 1,445,000円 補助金の交付により、事業主

1,188,409,222 体による経営所得安定対策等に

経営所得安定対策等（水田活用の直接支払交付金、畑地化促進事 係る推進活動等が円滑に実施さ

業など）の実施に必要となる推進活動等のうち、地域段階の事業主 れた。

体が行う現場における推進活動や要件確認等に必要となる経費の助

成を行った。

・事業主体：むつ市地域農業再生協議会

・事 業 費：1,445,000円（人件費、事務経費等）

・補助金額：1,445,000円（補助割合：10/10）

社団法人むつ市脇野沢農業振興公社運営事業費補助金 農地の流動化の促進、管理

4,768,000円 耕作等により地域農業の安定が

図られた。

農地管理、担い手の育成、農業資源の活用による地域の活性化等

に支援し、運営の安定化を図った。

・農地利用集積円滑化事業：4,768,000円

むつ市産夏秋いちご収益力アップ事業 1,833,300円 補助金の交付により、取組に

必要な設備等の導入が実施され

等級の低い夏秋いちごの付加価値化等によって収益力の向上を図 たことから、いちごの廃棄率の

る取組を行う農業者団体に対して、取組に必要な設備や資材の導入 低下やそれに伴う農業者の収益

に係る経費の助成を行った。 力の向上が図られた。

・事業主体：１団体（出荷組合）

・補助金額：1,833,300円（補助割合：1/2）

・事業内容：設備の導入（鮮度保持設備）

資材の導入（出荷用資材）

新規就農者育成総合対策事業 10,875,000円 令和５年度において１名が新

たに農業経営を開始した。

農業への人材の一層の呼び込みと定着を図るため、49歳以下で新 また、資金の交付により、新

たに農業経営を開始する者に対して、経営開始資金（旧農業次世代 規就農者の営農の継続、経営規

人材投資資金）の交付及び就農後の経営発展のために行う機械の導 模の拡大が図られた。

入及び施設の整備等に必要な経費の助成する経営発展支援事業費補

助金の交付を行った。

○経営発展支援事業費補助金

・対 象 者： １人（１農家）

・交 付 額： 3,750,000円

・事業内容： 施設の取得（100坪パイプハウス２棟）

○経営開始資金

・対象者： ３人（３農家）

・交付額： 3,000,000円

○旧農業次世代人材投資資金

・対象者： ６人（５農家）

・交付額： 4,125,000円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

農 業 振 興 費 むつ市産地パワーアップ事業費補助金 1,159,200,000円 補助金の交付により事業主体

（続き） による施設の導入が進められて

収益力の高い産地作りを推進するために、意欲ある農業者等が取 いる。稼働開始後は、むつ市斗

り組む高性能機械及び資材の導入等に要する経費の助成を行った。 南岡地区におけるトマトの産地

化が期待される。

・事業主体：１法人

・補助金額：1,159,200,000円（補助割合：1/2）

・事業内容：施設の導入（高度環境制御栽培施設及び付帯施設）

※令和５年度での事業完了が困難であり、令和６年度へ繰越した。

（繰越額：289,800,000円）

水田畑地化促進事業費補助金 5,582,232円 補助金の交付により、営農組

合における水田の畑地化が円滑

高収益作物やその他の畑作物の導入・定着に向けた水田の畑地化 に実施された。

を推進するために、事業主体が実施する畑地化促進事業のうち土地

改良区決済金等支援に係る経費の助成を行った。

・事業主体：むつ市地域農業再生協議会

・交付金額：5,582,232円（補助割合：10/10）

・積算根拠：畑地化に伴う改良区除外面積×単価

［6,202.48a×9,000円/10a］

農 地 費 土地改良施設維持管理事業費補助金 1,615,000円 補助金の交付によって、各土

14,313,542 地改良区内において必要な農業

土地改良区等の農業用施設の維持管理に係る経費に対する助成を 用施設等の維持活動を行うこと

行った。 ができた。

・事業主体：３団体

・補助金額：1,615,000円（補助割合：1/2）

【内訳】むつ山辺沢土地改良区：250,000円

川 内 町 土 地 改 良 区：415,000円

大 畑 土 地 改 良 区：950,000円

ため池等整備事業負担金（早掛沼整備事業） 4,202,000円 事業は大方計画通りに進めら

れており、改修工事の竣工後に

早掛沼ため池は、十勝沖地震での決壊による改修から50年が経過 は、ため池の耐震や防災機能が

しており、平成30年度に県が実施した耐震性能調査の結果、早急な 強化され、市民の安全の向上が

防災対策工事が必要なことから、県が主体となり、農村地域防災減 期待される。

災事業（国補助）を活用し、令和３年度から令和７年度までの５か

年の計画で改修工事を実施する。

令和５年度は迂回道路の設置、取水施設本体工事等に係る事業費

のうち5.5%を負担金として支出した。

・事業場所：早掛沼ため池

・事業内容：取水施設（竪樋、底樋、用水路ほか）の改修工事

・事 業 費：76,400,000円（全体事業費：298,000,000円）

・負担金額： 4,202,000円（負担割合5.5％）
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

鳥 獣 対 策 費 天然記念物ニホンザル・カモシカ食害対策事業 22,312,747円 人員を配置してニホンザルの

37,431,033 遊動域の調査を行ったほか、順

ニホンザルの群れ及び頭数の増加に伴い遊動域が拡大し、依然と 次電気柵を設置し、農作物被害

して農作物被害が発生していることから、文化庁の補助事業（2/3 の軽減に努めた。

補助）を活用し、被害防止に効果のある電気柵を設置した。

電気柵設置距離：1,400メートル

・報 酬：13,206,117円

・職員手当等： 1,461,628円

・報 償 費： 100,000円

・旅 費： 345,550円

・需 用 費： 53,592円

・委 託 料： 1,203,880円

・原 材 料 費： 5,941,980円

ＩＣＴ活用事業（ドローン活用事業）【デジタル化推進枠】 ドローンによるサルの追い上

495,000円 げに係る効果の検証を実施した

が、逃げる個体もいれば、動じ

昨今ニホンザルがむつ市全域に活動域を広げており、農作物等に ない個体もいることが確認され

被害を与えている。市で任用している野猿監視人がサルの追い上げ た。

等を行っているが年々活動域を広げており、被害対策が追いつか

なくなることが懸念される。一方、異業種分野に目を向けると、

ＩＣＴの一つであるドローンを活用したサルの追い払いに取り組ん

でいる地域がある。ドローンを活用することで、野猿監視人のサル

の追い上げに係る業務負担量の軽減が見込まれ、また、より迅速な

被害対策が可能となることにより、農作物等被害の軽減が期待でき

る。

○効果検証業務委託料：495,000円

畜 産 振 興 費 草地畜産基盤整備事業 令和５年度分 20,202,000円 事業の繰越があり、予定より

63,888,415 令和４年度繰越分 26,993,000円 遅れてはいるが、整備完了後

は、自給飼料の増産や品質向

畜産農家の飼料基盤の造成・整備、農家が活用する公共牧場の草 上、生産性の向上及び農家の経

地整備により、畜産業の安定的発展・地域活性化の推進を目指す。 営規模拡大が期待される｡

令和５年度は、整備予定地の石礫の処理のため不測の日時がかか

り、事業費の一部が繰越となっている。

・事業場所：名子牧野、永下牧野

・事業内容：草地整備及び牛舎建設

・委 託 料：令和５年度分 20,202,000円

令和４年度繰越分 26,993,000円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

牧 野 等 管 理 費 牧野施設等指定管理料（むつ地区・脇野沢地区） 34,347,898円 むつ市営宮後牧野等むつ地区

37,460,420 の５施設は、指定管理者制度に

・指 定 管 理 者：田名部畜産農業協同組合 より施設の管理運営に係る経費

節減を図ったほか、畜産農家に

・指定管理施設：むつ市営宮後牧野 家畜管理サービスを提供し、畜

むつ市営名子牧野 産の振興を図った。

むつ市営永下牧野 また、老朽化する各施設の

むつ市営金谷沢牧野 管理に係る必要な修繕により、

むつ宮後ふれあい牧場 適正な管理に努めた。

・施設利用頭数：宮 後（牛）利用者 23戸、延頭数 4,247頭

名 子（牛）利用者 52戸、延頭数 6,768頭

永 下（牛）利用者 50戸、延頭数 18,448頭

合 計：利用者125戸、延頭数 29,463頭

・指 定 管 理 者：一般社団法人むつ市脇野沢農業振興公社

・指定管理施設：脇野沢瀬野牧野

脇野沢滝山牧野

脇野沢源藤城牧野

むつ市営瀬野畜舎

むつ市営滝山畜舎

むつ市営源藤城畜舎

・施設利用頭数：瀬野畜舎（牛）利用者 １戸、延頭数 9,269頭

滝山畜舎（牛）利用者 １戸、延頭数 6,436頭

合 計：利用者 ２戸、延頭数 15,705頭

林 業 総 務 費 森林経営管理事業 12,214,730円 大畑地区の森林について、所

14,935,610 有者の意向を確認できたので、

手入れの行き届いていない私有林について、市が森林所有者から 次年度以降現地調査等を進めて

経営管理の委託を受け、森林整備を実施し、林業の持続的発展と森 いく。

林の多面的機能に資するため、大畑地区の意向調査と脇野沢地区の 脇野沢地区については、現地

現地調査を行った。 調査により森林の状況を確認し

たので、次年度以降は森林整備

○大畑地区意向調査業務委託：4,510,000円 に向けて集積計画の策定に取り

・対象面積：約344ha 組む。

・対象者数：800人

・事業内容：森林所有者へ森林の管理状況や市への委託希望の

有無について調査

○脇野沢地区現地調査業務委託：7,700,000円

・対象面積：約75ha

・対象者数：166人

・事業内容：意向調査で森林経営を市に委託すると希望した所

有者の森林の現地調査

○その他（書籍購入）：4,730円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

林 業 振 興 費 森林環境譲与税基金積立金 19,947,014円 森林整備等を目的とした財源

33,216,255 を確保することにより、必要に

森林環境譲与税を活用し、将来の森林の整備及びその促進に関する 応じ効果的な事業を実施できる。

施策を実施するため、基金に積み立てた。

○森林環境譲与税基金積立金：19,947,014円

むつ市豊かな森づくり補助金 12,866,629円 補助金を継続することで、

森林整備面積の拡大や森林の

市内の民有林について、森林資源の約８割が伐採時期を迎え、 多面的機能の発揮、持続可能な

伐採が増加する一方、再造林が少ない状況にあることから、 林業の実現を図っていく。

森林整備を推進するため、事業に要する経費の助成を行った。

○むつ市豊かな森づくり補助金 ：12,866,629円

実績：

人 工 造 林： 27.75ha 7,949,143円

下 刈：100.86ha 3,105,526円

枝 打： 7.05ha 151,432円

除 伐： 30.36ha 420,874円

保 育 間 伐： 55.51ha 1,239,654円

小計 ：221.53ha 12,866,629円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

水 産 振 興 費 むつ市漁業共済掛金補助金 漁業者の漁業共済への継続加

132,162,223 入及び漁家経営の安定化に寄与

漁業者の生産金額や漁獲金額が、不作･不漁により減少した場合 できた。

の損失を補償する漁業共済への加入を促進し、漁業経営の安定に

資するために共済掛金の一部を補助した。

①特定養殖共済（ホタテ貝養殖業） 2,933,485円

事業主体：むつ市漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 18,512,888円×5%（補助率）

≒ 925,627 円

事業主体：川内町漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 28,536,938円×5%（補助率）

≒ 1,426,827 円

事業主体：脇野沢村漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 11,620,892円×5%（補助率）

≒ 581,031 円

②養殖共済（さけ・ます養殖業） 12,499円

事業主体：大畑町漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 208,320円×6%（補助率）

≒ 12,499 円

③漁獲共済 2,571,874円

・漁船漁業

事業主体：大畑町漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 11,035,723円×6%（補助率)

≒ 662,138 円

・定置漁業

事業主体：関根浜漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 3,406,574円×5%（補助率）

≒ 170,323 円

事業主体：大畑町漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 13,845,046円×6%（補助率）

≒ 830,339 円

事業主体：脇野沢村漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 16,610,036円×5%（補助率）

≒ 830,493 円

・こんぶ漁業

事業主体：関根浜漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 1,571,625円×5%（補助率）

≒ 78,581 円

補助金総額：①＋②＋③＝ 5,517,858 円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

水 産 振 興 費 各種種苗放流支援事業 アユ、ヤマメの継続的な稚魚

（続き） 放流により、大畑川には毎年多

ヤマメ、アユ、サクラマス、アワビ種苗放流に要する経費の一部 数の遊漁者が訪れており、観光

を補助し、水産資源の維持増大と漁業生産の安定を図った。 面での相乗効果もあるほか、ヤ

マメについては豪雨災害により

①サクラマス種苗放流事業費補助金 大量に死滅したため、積極的な

事業主体：川内町内水面漁業協同組合 放流が必要である。

実施場所：川内町獅子畑 また、ヤマメは一部が降海し

事 業 費：1,150,000円 サクラマスとなることから、サ

事業内容：サクラマス30,000尾幼魚放流 クラマス幼魚の放流と併せて漁

補助金額：575,000円 業者の所得向上に寄与している

②ヤマメ・アユ・サクラマス種苗放流事業費補助金 と考えている。

事業主体：大畑町漁業協同組合 高値取引されるアワビについ

実施場所：大畑川本・支流（ヤマメ５か所、アユ３か所、サク ても、安定した数量の漁獲に寄

ラマス１か所） 与している。

事 業 費：1,768,280円

事業内容：ヤマメ50,000尾、アユ110㎏、

サクラマス稚魚・幼魚30,000尾放流

補助金額：800,000円（定額）

③アワビ稚貝放流事業費補助金

事業主体：大畑町漁業協同組合

実施場所：赤川～正津川地先

事 業 費：1,234,200円

事業内容：アワビ稚貝（平均殻長33㎜）15,000個放流

補助金額：600,000円（定額）

補助金総額：①＋②＋③＝ 1,975,000 円

ナマコ資源増殖推進事業 増殖場のモニタリング結果に

よると、ナマコ平均生息密度は

ナマコの育成及び成長に適した基質（石材）の設置やナマコ種苗 むつ地区（投石）で１㎡当たり

の放流等によりナマコ資源を増加させ、漁業所得の向上を図った。 0.5個(対照区生息なし)であっ

た。川内地区（藻場ブロック設

①事業主体：むつ市漁業協同組合 置）のモニタリングで川内地区

実施場所：むつ市大字奥内字大室平地先 の貝殻区で確認されたナマコは

事 業 費：6,000,000円 １㎡あたり50.2個棲息していた

事業内容：増殖場造成面積 A=5,000㎡ が45g以下の個体であり、稚仔

投石・ホタテ貝殻によるナマコ増殖場造成 の発生が認められた。一方対照

補 助 率：1/2以内（上限1,300,000円） 区では、約1,000gの大型のナマ

補助金額：1,300,000円 コが１㎡あたり0.1個の密度で

②事業主体：川内町漁業協同組合 棲息しており、貝殻区で発生し

実施場所：むつ市川内町川内地先 たものが成長・移動したものと

事 業 費：3,000,000円 考えられる。

事業内容：増殖場造成（ナマコ藻場ブロック100個購入） 脇野沢地区おいてもナマコの

補 助 率：1/2以内 定着について寄与することがで

補助金額：1,480,000円 きた。

③事業主体：脇野沢村漁業協同組合

実施場所：むつ市脇野沢地先 ※対照区：増殖場造成未着手の地点

事 業 費：1,500,000円

補 助 率：1/2以内

事業内容：稚ナマコ購入・放流 20,000個

補助金額：600,000円

補助金総額：①＋②＋③＝ 3,380,000円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

水 産 振 興 費 関根浜沿岸漁業振興対策事業 関根浜漁協のアワビの水揚量

（続き） は１ｔ以上の水揚量を維持して

①アワビ稚貝放流事業 いたが、減少傾向にあるため

関根浜漁協が関根浜沿岸漁業振興基金を活用してアワビ稚貝放流 本事業を継続して行うことに

を行うことにより、資源の維持増大に努め、関根浜地区漁業者の よって資源量を維持できるもの

経営安定を図った。 と考えられる。

・事業主体：関根浜漁業協同組合

・実施場所：出戸・烏沢地先

・事 業 費：1,122,000円

・事業内容：アワビ稚貝（平均殻長30㎜）13,000個放流

・補助金額：1,122,000円

②マゾイ稚魚放流事業 放流を継続することで、マゾ

マゾイ稚魚の放流を実施することにより、マゾイ資源の維持増大 イ資源量を維持できるものと考

と沿岸漁業及び組合経営の安定化を図る。 えられる。

・事業主体：関根浜漁業協同組合

・実施場所：むつ市大字関根字前浜143

・事 業 費：429,000円

・事業内容：マゾイ稚魚（平均全長70mm）4,300尾放流

・補助金額：429,000円

③魚類収納タンク購入事業 タンクを更新することにより、

水産物荷さばき施設で使用している魚類収納タンクについて、経 水揚及び荷さばき作業の効率化

年劣化等による破損があり、また豊漁時には不足することから、荷 に寄与した。

さばき業務及び入札に支障を来しているため、新たにタンクを購入

し業務の円滑化を図る。

事業主体：関根浜漁業協同組合

実施場所：むつ市大字関根字前浜143

事 業 費：6,061,000円

事業内容：FRP製開閉式タンク30個6,061,000円購入

補助金額：6,061,000円

補助金総額：①＋②＋③＝ 7,612,000円

大畑町さけ・ますふ化場復旧事業費補助金 ふ化場が復旧し、養殖・放流

に使用する稚魚の育成事業を継

大畑町漁協所有のさけ・ますふ化場で、令和３年８月の豪雨によ 続できるようになった。

り、ふ化事業に使用していた自然湧水が断たれ、また補助流水とし

て使用した地下水の老朽化により事業継続が困難となったことから

新たな水源を確保することによる事業復旧に要する費用の一部を補

助する。

事業主体：大畑町漁業協同組合

実施場所：大畑町さけ・ますふ化場内

事業内容：さく井ボーリング工事

事 業 費：7,271,300円

交 付 額：3,635,650円（事業費の1/2）
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

水 産 振 興 費 ホタテガイ養殖業物価高騰緊急対策支援金 支援金を交付することで、漁

（続き） 業者の経営安定、ホタテ養殖産

物価高騰、ALPS処理水の風評、陸奥湾の高水温等の影響を受けて 業の継続に寄与することができ

いるホタテガイ養殖業者に対し、経営規模に応じた支援を行うため、 た。

漁業共済掛金の25%分を養殖業者それぞれに交付した。

支援金交付額：14,664,685円

交 付 件 数：100事業者

冷凍ベビーホタテ消費拡大対策学校給食活用事業 陸奥湾産ホタテガイの流通販

売対策として、北海道・東北地

ALPS処理水の風評被害により価格が下落している陸奥湾産ホタテ 区の学校給食に冷凍ベビーホタ

ガイの流通販売対策として、北海道・東北地区の学校給食に冷凍ベ テを無償提供し、子どもたちが

ビーホタテを無償提供し、子どもたちの学校給食として活用するこ 学校給食で食べることによって

とで、家庭での利用拡大及びホタテ食材の消費拡大を図るとともに 家庭での利用拡大及びホタテ食

価格の持続的な下落を防いだ。 材の消費拡大が図られるととも

に価格の持続的な下落を防ぐこ

○需用費 冷凍ベビーホタテ購入 17,461,440円 とにつながった。

有限会社渡辺水産

@2,160円/kg×7,712kg＝16,657,920円

デリカナンセイ青森株式会社

@2,160円/kg× 372kg＝ 803,520円

○委託料 輸送委託料 1,668,596円

佐川急便株式会社 1,668,596円

○提供先自治体 15自治体 437校

北海道：旭川市、士別市、登別市、美唄市、室蘭市

青森県：むつ市

秋田県：横手市

宮城県：白石市、多賀城市

山形県：上山市、鶴岡市、南陽市、山形市

福島県：会津若松市、いわき市
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

漁 港 施 設 下北地区水産物供給基盤機能保全事業負担金（大畑漁港） 老朽化した施設の機能を保全

整 備 費 することにより、施設の長寿命化

106,002,944 機能保全計画書に基づいた保全工事を行い、漁港施設の長寿命化 及び更新コストの平準化・縮減

及び更新コストの平準化・縮減を図った。 を図ることに寄与した。

・事 業 費：40,000,000円

・負担割合：国5/10、県4/10、市1/10

・市負担額：40,000,000円×1/10＝4,000,000円

・事業内容：導流堤 L=23.6m

下北地区水産物供給基盤機能保全事業負担金（正津川漁港） 老朽化した施設の機能を保全

することにより、施設の長寿命化

機能保全計画書に基づいた保全工事を行い、漁港施設の長寿命化 及び更新コストの平準化・縮減

及び更新コストの平準化・縮減を図った。 を図ることに寄与した。

・事 業 費：110,000,000円

・負担割合：国5/10、県4/10、市1/10

・市負担額：110,000,000円×1/10＝11,000,000円

・事業内容：西防波堤 L=9.9m、防砂堤 L=10.0m

左岸導流堤 L=98.0m

下北地区水産物供給基盤機能保全事業負担金（脇野沢漁港） 老朽化した施設の機能を保全

することにより、施設の長寿命化

機能保全計画書に基づいた保全工事を行い、漁港施設の長寿命化 及び更新コストの平準化・縮減

及び更新コストの平準化・縮減を図った。 を図ることに寄与した。

・事 業 費：60,000,000円

・負担割合：国5/10、県4/10、市1/10

・市負担額：60,000,000円×1/10＝6,000,000円

・事業内容：西防波堤 L=51.0ｍ

むつ地区水産物供給基盤機能保全事業 浚渫により港内が適切な深度

となったことで、航行の安全が

関根漁港及び浜奥内漁港で浚渫工事を行うことで、港内での安全 確保された。

な航行を確保する。

●事 業 費： 56,276,000円

（内国庫支出金28,138,000円、県支出金14,069,000円）

（負担割合：国2/4、県1/4、市1/4）

○委託料 17,061,000円

・漁港台帳電子化業務委託料 11,715,000円

・設計書作成業務委託料 2,904,000円

・関根漁港底質調査業務委託料 1,650,000円

・浜奥内南護岸工法協議資料作成業務委託料 792,000円

○工事請負費 39,215,000円

・関根漁港水産物供給基盤保全工事 33,110,000円

工事場所：むつ市大字関根字前浜地先

工事内容：-2.0m泊地 A=3175.0㎡、-3.0m泊地 A=4455.0㎡

・浜奥内漁港水産物供給基盤保全工事 6,105,000円

工事場所：むつ市大字奥内字浜奥内、浜平地先

工事内容：-3.5m航路 A=370.0㎡
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

漁 港 施 設 大畑地区漁港施設機能強化事業負担金（大畑漁港） 荒天時の越波対策のため護岸

整 備 費 を高くしたことにより安全な漁

（続き） 本漁港では、荒天時の越波により、漁業活動に支障をきたしてい 業活動が確保された。

るため、安全な漁業活動ができるよう護岸の嵩上げを行った。

・事 業 費：150,000,000円

・負担割合：国5/10、県4/10、市1/10

・市負担額：150,000,000円×1/10＝15,000,000円

・事業内容：西護岸 L=51.4m、第１東防波堤 L=75.0m

檜川地区漁港施設機能強化事業負担金（檜川漁港） 防波堤を整備することにより

港内静穏度が向上し安全な漁業

近年の波高増大に伴う港内へ進入波により港内静穏度が悪く、漁 活動の確保が期待される。

船が係留施設に接触して破損するなどの被害が発生していることか

ら、波浪に対する機能強化を図った。

・事 業 費：100,000,000円

・負担割合：国5/10、県4/10、市1/10

・市負担額：100,000,000円×1/10＝10,000,000円

・事業内容：沖防波堤 L=30.0m

大畑地区漁港機能増進事業負担金（大畑漁港） 用地が舗装されたことで、水

揚げされた水産物の移送、漁具

漁港ストック効果の最大化を図りつつ、漁村の活力を取り戻すた の運搬を円滑に行うことができ

め、就労環境の改善、安全性の向上及び漁港施設の有効活用等に資 るようになった。

する施設の整備を行った。

・事 業 費：30,000,000円

・負担割合：国5/10、県4/10、市1/10

・市負担額：30,000,000円×1/10＝3,000,000円

・事業内容：用地舗装 A=4,750㎡

浜 奥 内 漁 港 浜奥内地区漁港施設機能強化事業 港内の砂の堆積を防ぐ外北防

施 設 整 備 費 砂堤を延伸するため、設計等の

24,200,000 浜奥内漁港では、冬季風浪による航路への砂の堆積が著しく、漁 委託を行った。

業活動に支障を来していることから、これを解消し安全で効率的な

漁業活動を確保し水産業の振興を図った。

浜奥内漁港施設機能強化事業

負担割合：国1/2、県1/4、市1/4

設計等業務委託 24,200,000円

（内国庫支出金12,100,000円、県支出金6,050,000円）

実施場所：むつ市大字奥内字浜奥内、浜平地先

実施内容：外北防砂堤測量及び設計 N=1.0式
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６．商工部門
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

商 工 振 興 費 商工振興対策事業 市内事業者の支援活動を行っ

272,367,995
（単位：円）

ている関係機関に対して負担金

を拠出することで、事業者の経

団 体 名 負 担 金 営革新に寄与した。

日本貿易振興機構青森貿易情報センター 364,000

青 森 県 中 小 企 業 団 体 中 央 会 1,000,000

青森県たばこ販売協同組合むつ支部 200,000

合 計 1,564,000

商工団体の育成 地域経済の総合的振興のため、

（単位：円）
市内商工会議所や商工会が行う

事業に対して補助金を拠出する

団 体 名 補 助 金 ことで、充実した事業運営とな

った。

む つ 商 工 会 議 所 8,000,950

むつ市川内町商工会 1,710,000

大 畑 町 商 工 会 1,890,000

合 計 11,600,950

中小企業の金融対策 市内中小企業への融資が円滑

になるとともに、企業の資金繰

○中小企業融資特別保証制度 りに係る負担が軽減された。

・特別保証制度融資信用保証料負担金 16,797,033円

「小口・小口零細・創業」分保証料

・特別保証制度融資原資預託金 216,000,000円

「小口資金特別保証制度」

「事業活性化資金特別保証制度」

特別保証制度利用状況
（単位：件、％）

小 口 事 業 活 性 化

年 度

件数 消化率 件数 消化率

令和元年度 81 58.7 38 54.8

令和２年度 148 86.8 11 21.5

令和３年度 77 53.5 21 30.3

令和４年度 69 56.4 13 27.0

令和５年度 74 72.8 13 23.9
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

商 工 振 興 費 企業誘致推進事業 既存誘致企業に対し、優遇制

（続き） 度を実施することで、地域への

○むつ市企業誘致促進条例事業所賃借助成金 定着を支援した。

（単位：円）

企 業 名 助 成 金

株式会社エスプールグローカル 160,000

株式会社ライトカフェＵ． 545,000

株 式 会 社 シ モ ム ラ 9,600,000

合 計 10,305,000

地域連携協議会負担金 2,700,000円 講習会の実施等、下北・むつ

市企業連携協議会の事業を通

地元企業、エネルギー事業者、研究機関等を会員とした「下北・ じ、地域企業の技術力向上、人

むつ市企業連携協議会」に負担金等を拠出し、第２種放射線取扱主 材育成、産業振興に寄与した。

任者試験受験対策講習会の開催や国等への要望活動などにより、地

域企業の技術力向上や産業振興に向けた取組を行った。

○下北・むつ市企業連携協議会会費 200,000円

下北・むつ市企業連携協議会負担金 2,500,000円

○下北・むつ市企業連携協議会会員数･･･53団体

※令和５年度末時点の１号会員数

○第２種放射線取扱主任者試験受験対策講習会

年 度 受講者数 合格者数

令和元年度 21人 （ 13人） 2人（ 1人）

令和２年度 27人 （ 12人） 1人（ 0人）

令和３年度 15人 （ 6人） 0人（ 0人）

令和４年度 21人 （ 14人） 1人（ 0人）

令和５年度 19人 （ 14人） 0人（ 0人）

累 計
422人 （172人） 80人（10人）

(平成22年度～)

（ ）うち高校生数

中小企業経営安定化支援（特別枠）事業 令和２年度に、緊急的かつ迅

速な資金繰りのためにセーフテ

令和２年度に実施した中小企業経営安定化支援（特別枠）に係る ィネット保証４号、５号、危機

利子補給（令和５年度分） 関連保証の認定を条件に融資を

受けた71事業者の経営安定化に

・中小企業融資特別保証制度（特別枠）負担金 2,728,763円 寄与した。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

商 工 振 興 費 デジタル地域通貨事業 1,658,842円 視察や調査研究事業により、

（続き） 導入や運営に関して解決すべき

○導入に向けた先進地視察 575,440円 課題を把握することができた。

視察先：岡山県真庭市 また、アンケート結果から

参加者：６名 キャッシュレス決済をはじめと

○地域通貨調査研究事業業務委託 858,000円 したデジタルへの不安感が一定

○市民・事業者アンケート郵送料 225,402円 数あることがわかった。

観 光 費 観光関連団体負担金・補助金 9,396,810円 市内各観光協会に対し事業費

195,271,508 を補助することで観光関連事業

地域経済の振興及び文化の向上に寄与することを目的に、むつ市 運営の充実が図られた。

内の各観光協会等に補助金を交付した。

・むつ市観光協会 4,781,460円

・川内町観光協会 1,369,350円

・大畑町観光協会 660,000円

・脇野沢地区観光協会 1,656,000円

・その他補助金・負担金 930,000円

Satoyama推進事業 1,320,000円 オランダから導入した世界最

先端の農業技術に関する記事が

英字新聞JapanTimesの記事掲載を活用してむつ市の魅力を国内外 掲載された。これにより、国内

に向けての発信を図った。 外に向けてむつ市の魅力の発信

が図られた。

・Satoyama推進コンソーシアム負担金 1,320,000円

光のアゲハチョウ推進事業 8,244,360円 世界夜景遺産認定に向けた課

題解決に向け、夜景観光に精通

世界夜景遺産認定登録のためのアドバイザリー業務委託を実施し する事業者からの助言や整備計

それに基づいた展望台の改修を行った。鑑賞スペースの照明を調光 画の提案、改修の実施の結果、

可能にしたほか、スペース内のカウンターや壁の一部に間接照明を 令和６年２月に世界夜景遺産へ

設置し夜景鑑賞に適した照度にした。また外回廊及び外階段にＬＥＤ の国内初の認定について事務レ

照明を設置したことにより夜間でも安全に歩行できるようになり、 ベルで内定を受け、令和６年度

安全面でも鑑賞地としての機能を強化した。 には正式認定となる予定である。

・旅費 198,360円

・夜景鑑賞地整備等業務委託料 7,922,000円

・日本百名月参画会費 124,000円

下北ジオパークによる観光地域づくり（しもきたＤＭＯ）推進事業 しもきたTABIあしすとによる

（TABI負担金） 13,824,000円 観光ルートバスの運行や地域コ

ンテンツの造成、情報情報等に

下北半島６自治体による観光振興の舵取りを担う地域連携ＤＭＯ より、当市をを含めた下北半島

『一般社団法人しもきたTABIあしすと』に負担金及び会費を支出し ６自治体の広域観光振興が図ら

た。 れた。

・一般社団法人しもきたTABIあしすと負担金 13,674,000円

・一般社団法人しもきたTABIあしすと会費 150,000円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

観 光 費 湯野川温泉濃々園建替事業 11,000,000円 スマイルトークリレーFLATの

（続き） 中で湯野川地区住民に対する事

広域周遊観光促進や、ワーケーションをはじめとする長期滞在型 業説明を行い、建て替えについ

観光推進のため、老朽化に伴い休館している湯野川温泉濃々園の建 ての住民理解促進が図られた。

て替えに向けた実施設計を行った。

・実施設計業務委託料 11,000,000円

観光ＤＸ・情報発信システム導入事業 15,400,000円 ソーラービーコンを使いオン

ライン配信技術等（スマートフ

再生可能エネルギーを活用しつつ、オンライン配信技術等を活用 ォン向けアプリケーション）を

した新たなコミュニケーション戦略による来訪需要の創出や新技術 利用して本市で情報発信を着実

を活用した情報発信媒体等について、地域関係者が一体となり観光 に行うことにより、観光客等の

地経営の改善に取り組む検討を行った。 利便性向上につなげ、むつ市の

観光資源の魅力度向上及び観光

・観光ＤＸ推進に伴う再エネを活用した情報発信システムの導入 客の回遊利用促進が図られた。

可能性調査業務委託料 15,400,000円

地域のにぎわい創出事業【地方創生ＳＤＧｓ推進枠】 行事に参加した学生たちから

6,263,598円 は、「むつ市の文化や伝統に触

れ、祭りやイベントに参加する

地域のにぎわい創出を図るために、地域の高等教育機関との連携 良い機会になった」と、多くの

をし、むつ市の伝統行事である「おしまこ流し踊り」に参加した。 コメントが寄せられた。また、

参加者数の減少が顕著となっているため、学生たちの若い力を取り 一般公募も実施し、世代、地域

入れることで、新たな参加者層の拡大を図った。 を問わず新規での参加層の拡大

が図られた。

・浴衣製作業務委託料 5,192,000円

・伝統文化継承事業業務委託 1,071,598円

むつ来さまい館 むつ来さまい館等３施設指定管理料 64,784,000円 指定管理者制度を導入した民

等 管 理 費 間事業者のノウハウを活用した

73,356,290 【３施設指定管理概要】 運営による各種イベントを行っ

・指定管理者：むつ商工会議所 たことで、にぎわいの創出が図

・指定管理施設：むつ来さまい館、むつ下北観光物産館、 られた。

むつ市イベント広場

・施設利用者：令和５年度 88,123人

【指定管理料】

・施設運営通常分 55,300,000円

・電気料金高騰に係る追加分 9,484,000円

産 業 振 興 費 公益社団法人下北物産協会補助金 4,230,000円 アフターコロナによる観光客

58,862,729 の増加、むつ下北地域のお土産

むつ下北地域の特産品やお土産品等を市内外に幅広くＰＲするこ 品、特産品の安定的な取扱がで

とにより、観光客の増加や地域産品の消費拡大につなげ、地域経済 きたことにより売上等の増加に

の活性化を図ることを目的に補助金を交付した。 つながったことから、補助とし

て大いに効果がみられた。

○補助対象事業

・ＪＲ下北駅前直営売店運営事業

・「寒さに挑戦！！しもきた冬まつり」
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

産 業 振 興 費 地域特産品活用促進事業 4,099,000円 ３月に開催した「大湊自衛隊

（続き） グルメフェスティバル in 東京」

海上自衛隊大湊基地所属の部隊で提供されている「海自カレー」と は、午後からの悪天候により来

航空自衛隊第42警戒隊で提供されている「空自空上げ（からあげ）」 場者は激減したが、約1,000人

を活用した事業を実施する「大湊海自カレー普及会」と「大湊Sora の観客を集め、成功を収めた。

空っ！普及会」へ負担金を支出した。 これにより、大湊を知っても

らう良い機会となった。

・大湊海自カレー普及会負担金 3,000,000円 また、このイベントを通じて

提供数 6,299食 県外でも大湊自衛隊グルメに対

・大湊Sora空っ！普及会負担金 1,000,000円 する需要があることを実感した。

提供数 10,091食

むつ市のうまい！ステップアップ事業費 2,100,000円 新商品開発やラベル製作、出

展事業など、両事業ともに多岐

「稼げる地域」への成長を目指し、市内の中小企業の販路開拓・ にわたる展開ができた。特に、

拡大を支援するため、国内外で開催される商談会や見本市、物産展 販路開拓支援補助金を活用した

等の出展に要する経費及び新商品の開発や既存商品のブラッシュア 事業では、新型コロナウイルス

ップなどに要する経費の一部を補助した。 の収束により、海外展開を実現

することができた。

・むつ市のうまい！販路開拓支援補助金 （５件） 977,000円

・むつ市のうまい！新商品開発支援補助金（６件）1,123,000円

むつ市のうまい直送便「Ｍ－ロジ」事業費 5,371,320円 迅速な物流サービスの提供と

トラックセール等によるプロモ

地域の特産品の販路拡大、地域の生産者・事業者の所得向上、一 ーション事業を実施したことに

次産業の振興、地域経済の成長、関係人口の増加を目指し、令和４ より、特産品の販路の拡大と認

年度から下北物産協会所有のＭ－ロジ事業専用トラックによるむつ 知度の向上につながった。

下北地域の特産品の首都圏への直送を実施。事業実施主体である公

益社団法人下北物産協会に対し、事業費を補助した。

・事業費補助金 5,000,000円

Aomori Global Advance Project 2023 7,024,215円 シンガポールの大学生が「輸

出の促進」や「インバウンドの

シンガポール国立大学の学生がむつ市をはじめとする青森県内に 促進」、「ブランディング」に関

短期留学し、生産現場体験やホームステイ、地域の大学生との交流 する３つのタスクへ取り組むこ

等を通じ、地域の歴史・文化や産業等について学びを深め、帰国後 とで、今後の海外展開への活用

のインターンシップにおいてインバウンド・輸出・ブランディング が期待される。また、この取組

の促進について実践することで、むつ・下北地域の産業の高度化を を地域内外へ情報発信し、地域

図った。 への関心、需要の醸成が図られ

た。

・旅 費 及 び 費 用 弁 償 506,485円

・振 込 手 数 料 13,730円

・コーディネート業務委託料 6,460,000円

・成果報告会会場使用料 44,000円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

産 業 振 興 費 むつ市のうまいでポケバル推進事業 3,000,000円 ＥＣサイトやふるさと納税で

（続き） の取扱の継続に加え、オンライ

新型コロナウイルス感染拡大を契機に拡大した「家飲み」をメイ ンショップへの出品、メタバー

ンターゲットとして、消費者が自宅にいながらも手軽に味わえるよ ス物産展への出展など、販路開

う、地域の特産品を活用した飲食店の料理を冷凍商品として販売す 拓・拡大と本事業の認知度向上

るための商品の製造・販売を実施。実施主体であるむつ市料理飲食 が図られた。

店組合に補助金を支出した。

・むつ市のうまいでポケバル推進事業費補助金 3,000,000円

むつ市のうまい！山の幸ブランディング事業 5,226,200円 むつ市産品のベイシア全店舗

販売、著名レストランでの下北

むつ市のうまい！まるごとフェア開催をはじめ、著名レストラン 牛フェアにて約900食提供、著

での下北牛フェアをきっかけとした、都内飲食店との商談機会の創 名人出演YouTube動画が累計12

出、人気バラエティ番組での下北牛紹介のほか、著名人を起用した 万回再生を超えるなど認知度向

YouTube動画にてむつ市の産品を紹介した。 上に効果があった。

・旅費 226,200円

・むつ市のうまい！山の幸ブランディング事業実行委員会負担金

5,000,000円

にぎわい向上イベント推進事業 10,900,000円 実行委員会主催イベントでは

17,000人、開催経費補助イベン

地域内における消費喚起に加え、地域外からの誘客ひいては外貨 トも6,000人程が来場した。

獲得を図るイベントを開催する団体等を支援することで、アフター 出店者の売上増加につながる

コロナにおける地域経済の更なる回復・活性化とにぎわいの向上を など、地域経済の回復が図られ

図った。 た。

・にぎわい再生イベント推進実行委員会負担金 10,900,000円

○事業実績

主催イベント １件

開催経費補助 ３件

価 格 高 騰 重 点 プレミアム付商品券事業 161,505,862円 市内494店舗が参加し､市内に

支 援 措 置 費 おける個人消費の拡大及び市外

161,505,862 エネルギー・食料品価格等の影響を受け低迷する市内経済に対 への消費流出の防止により、市

し、個人消費を喚起し、経済活動の活性化を図るため、市内取扱店 内経済の活性化に寄与した。

で使用できるプレミアム付商品券を１セット（1,000円券６枚）を

5,000円とし、1,000円分お得なプレミアム付商品券を発行した。

○プレミアム付商品券発行等業務委託料 29,916,862円

○プレミアム付商品券プレミアム負担金 131,589,000円

・発 行 数： 140,000セット

・発 行 枚 数： 840,000枚

・販 売 セ ッ ト 数： 132,558セット（94.7％）

・販 売 枚 数： 795,348枚

・販 売 金 額： 662,790,000円

・使用（換金）枚数： 789,534枚 （94.0％）

・使用（換金） 額： 789,534,000円
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